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ドレープに及ぼす蔚断特性の効果
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1.まえがき
布の特徴を最もよく表わすドレープ性は，種々の製
品の曲面形成上の重要な因子として，普遍的な関心が
持たれている。 W.J. Ham burgerら1)がドレープ係
数および形状係数に関する研究を発表して以来， G.E. 
Cusickペ丹羽ら'>'J. W. S.Hearleらりによるドレー
プ係数の分析や蓋本物性との関係についての報告がみら
れる。また著者ら川ま，形状係数と布の基本物性との関
連を検討し報告している。これらの報告は，すべて円形
試験片を用い， ドレープ係数および形状係数が布の基本
物性である曲げ特性および明断特性に大きく依存するこ
とを示している。
曲げ特性については， JIS6)でドレープ性を360度方向
の剛軟度の測定法のーっとして規定しているように，両
者の関連が確定されている。 一方，JlJ断特性については.
ドレープ性に及ぼす効果がそれほど明確にされていない。
こ訟では， ドレープ性を左右する基本物性について，
特に明断特性の影響を中心に実験的な検討を行うことを
目的とした。すなわち，従来の複合物性としてのドレー
プ性を測定するための円形試験片に変えて.幽げ特性と
明断特性の効果を分離しやすい正方形の試験片および支
持台を用いて実験し，分析を行なう。
2.試料
縞およびポリエステル/ポリノジック混紡(以下PET
/PNSと記す)紡績糸平織物を，柔および関IJの対照的
な試料として用いた。その諸元を表lに示す。絹は生織
物(関西衣生活実験用白布).PET/PNSは市販の織物
(帝人製〉である。
また. ドレープに関連する基本物性として，曲げおよ
び明断特性を表2に示す。これらはKESの純幽げおよ
び明断試験機により測定したもので，曲げヒステリシス
は曲率0.5，明断ヒステ リシスは明断角0.5。における値
である。
3.実験
四隅のコーナーに複合応力が集中すると考-えられる正
方形の試験片を用いた。 一辺の長さを12.0cmから17.0
cmまで1.Ocmづっ変化させた試験片を，一辺5.0cmの
正方形の支持台に垂下させる。上方から垂直光線をあて，
試験片のへム線が描く投影面積 (As)を求める。 Asの
測定は重量法による。
ついで，図1に示すように，試験片の1-4のコーナー
を順に切除して行き，それぞれのへム投影の面積 (As)
を求める。
この測定は，タテ， ヨコ糸方向の試料と，45。バイヤ
ス方向の試料(図 l参照)について行なう。すなわち，
支持台一辺が，試験片の糸紬に平行 (あるいは直行)の
場合と， 45度に斜交する (正バイヤスの)場合について
計測する。
次式により， ドレープ係数F(Ham burgerリのドレー
Table 1.Caracteristic of sample 
Weight Thickness Ends Picks Yarn Porosity 
Sample Construction Count(s) 
(mg/cnf) (mm) (per cm) Warp Weft (%) 
Silk Staple， Plane 6. 7 0.144 44 36 40 40 66.4 
PET 65/ Staple， Plane 11. 7 0.253 27 27 30 30 68.0 Polynosik 35 
( 1 ) 
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Table 2. Mechanical properties of sample 
Bending Shearing 
Sample Rigidity Hysteresis Rigidity Hysteresis 
(g・cm)
Warp 0.022 
Silk Weft 0.018 
Bias 0.020 
Warp O. 104 
PET/PNS Weft 0.076 
Bias 0.097 
(x: t2-17c・
Fig.l Warp (weft) specimen (left) and 
bias(45 degrees) speci田en(right) 
(g) (g/cm 'deg) (g/cm) 
O.∞9 0.30 O. 10
0.006 0.27 O. 14 
0.008 
0.087 1. 96 0.60 
0.048 1. 84 0.56 
0.069 
片(以下.糸紬方向試験片とする〉では，コーナ一切除
数1個につきFは平均6%の減少を示している。ま た
450バイヤス試験片(以下，バイヤス試験片とする)で
は，試験片面積が小さい (12cm-14cm)場合，すなわ
ち自重が小である幼合，最初のコーナー除去時にのみF
の増加がみられる。しかし2個のコーナ一切除後は，コー
ナー l個あたり Fは平均7%の減少を示している。
PET/PNSの糸約方向試験片では， コーナ一切除1
個につきFの減少量は平均1.1%であり， コーナー除去
がドレ←プ係数Fに及ぼす効果は非常に少なし、。これに
対しバイヤス試験片では，コーナ一切除l個あたりFは
プ係数に準拠)および田中ηが提案した係数日を算出 平均2%減少し糸軸試験片に比較して顕著な低下を示
し，検討する。 している。
F = {(As-Ad)/(Ao-Ad)} X 100%……(1) これは，糸紬方向試験片では，支持台の各辺における
Ft= P /(Ao-Ad) (As-Ad)'一……ー ・(2) 黍下で生じる大部分の挙動はタテあるいはヨコ糸の曲げ
こ〉に Ao・試験片の面積 (cm')(一辺の長さおよ 抵抗であり，各コーナーで座屈された試験片はバイヤス
びコーナ一切除数によって定まる) 方向に垂下して.~断応力が集中する。したがって，コ -
As :ド レープした試験片のへム投影面積 ナーを切除しでも各辺における曲げ抵抗は存続し，ドレー
(cm') 
Ad:支持台の面積 (cm')
P 試験片の平均垂下長 (cm)
(20個所の平均)
4.結果および考察
試験片の一辺の長さを1.Ocm間隔に変化させ，さらに
各コーナーを順次切除して行った湯合のドレープ係数F
およびれを，絹織物およびPET/PNS織物について，
それぞれ図2.図3に示す。
(図2.図3 入る)
試験片の寸法が大になるほどドレープ係数Fの値は小
に，すなわちドレープ量は大になる。これは各コーナー
を除去して行った試験片についても同様である。
コーナーの影響をみると，絹のタテ ・ヨコ糸方向試験
( 2 ) 
プ係数Fを減少させる効果は少ない。一方.バイヤス試
験片では，支持台の各辺において曲げに加え，バイヤス
方向の自重による明断変形が生じ垂下が鳩大する。各コー
ナーでは糸軸方向(図1(右)参照)の垂下が起り，これ
に対する曲げ抵抗が集中する。したがって.コーナを切
除すると，集中した曲げ抵抗は除かれ，各辺に生じた明
断変形は残存する状態となり，バイヤス試験片における
コーナの除去は， ドレープ係数 Fを減少させる効果が
大である。
特に.曲げ剛性の大きいPET/PNS織物では，糸紬
方向試験片とバイヤス試験片における上述の傾向が顕著
に表われ，明断特性の効果が明確に認められた。
Ftlこ関しては. 3伺のコーナーを切除するまでは，
試験片の大きさにか hわらず，ほ Y一定の値を示してい
る。これは.(2)式にみられるように，試験片の垂下長を
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一要因としてとりあげ，同一試料では一定の係数を得ら
れるように考慮された成果である。しかし全コーナーを
除いた場合，糸柏方向試験片では.タテおよびヨコ方向
の曲げ剛性のみ，バイヤス試験片ではバイヤス方向の曲
げ関IJ性のみを測定する結果になる。したがって試験片が
大になるにともなってきを下長Pは増加し， これに応じて
(4) 
Ftは必然的に大となる。
5. まとめ
ドレープ性を左右する布の基本物性である曲げ特性と
明断特性について，実験的な分析を行なった。
それぞれの特性の検討を容易にするために，幽げ特性
岩崎他:ドレープに及ぼす努断特性の効果 - 39-
と明断特性を分離する実験方法として，正方形の試験片
と正方形の支持台を用いた。また糸紬方向試験片とバイ
ヤス試験片を調整し，各々のドレープ係数Fおよびれ
を求めた。試験片の寸法が大になるにともない，またコー
ナーの切除数が増すにつれて， F(%)は減少した。すな
わち，各コーナーに集中している曲げ抵抗や明断応力が
除かれ，支持台各辺における試験片の曲げあるいは明断
変形が自由に行なわれ， ドレープf誌を大にすることが磁
認された。曲げ，明断の両特性の分費量，分析も可能であ
ることが示された。
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Summary 
百lIspaper deales with the experimental study on bending and shearing properties which inf1uence the drape of 
fabrics. 
Drape coefficient F and F t were gained on square specimen of warp (weft) direction and bias direction. The square 
specirnen method has the advantage of analysis separated bending properties and shearing properties 
F and F t were calculated as follow: 
(As-Ad) 
F=ー ニー一=-x 100 (%)， 
(AO-Ad) 
P 
F，=一一一一一
‘ (As-Ad) (Ao-Ad) 
where Ao is area of specimen， Ad isarea of stand for drape， As is area of hem line of draping specimen and p is 
hanging length of draped specimen. 
F was decrease with a increment of specimen size and excision of corner. F t was almost constant without specimen 
area. Mechanical effect concentrated on the corner was increase with enlargement of sample size. 
It was recognized that shearing properties contributed to drape of fabric appreciably. 
( 5 ) 
